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①河道内植生の分布特性と比高，水際距離の 
 特徴    
 
 ●比高、水際距離からみた植生分布の特徴 
 ●セグメントによる植生の分布特性の違い 
 ●ヤナギ林，ハリエンジュ林，竹林の分布特性の違い 
 
 
②掘削後に優占する植生と成立要因との 
 関係性 
 
 ●豊川の掘削事例 
 ●揖斐川の掘削事例 
 ●低比高帯の優占植生と掘削後の植生の関係性 



●比高、水際距離からみた植生分布の特徴 
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●セグメントによる植生の分布特性の違い 

●自然裸地 ●1年生草本 ●多年生草本 ●単子葉草本 ●ヤナギ高木・低木林  

●植林（竹林） ●植林地（その他）_ハリエンジュを含む ●広葉樹林 ●その他 

セグメント1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～0ｍ
～2m
～4m
～6m
～8m

～10m

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～0ｍ
～2m
～4m
～6m
～8m

～10m

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～0ｍ
～2m
～4m
～6m
～8m

～10m

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

比高別 水際距離別 
比
高

 
比
高

 
比
高

 

出
現
率

 
出
現
率

 
出
現
率

 

出現率 水際距離 

セ
グ
メ
ン
ト
1 

セ
グ
メ
ン
ト
2-

1 
セ
グ
メ
ン
ト
2-

2 



●ヤナギ林，ハリエンジュ林，竹林の分布特性の違い 
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●ヤナギ林 
石狩川水系 
セグメント2-1 

●ハリエンジュ林※ 

利根川水系 
セグメント1 
※植林（その他）で抽出 

●竹林 
吉野川水系 
セグメント2-1 

●出現率 30％～ ●出現率 20～30％ ●出現率 10～20％  



●豊川の掘削事例 

●植林（竹林） 

●単子葉草本 

●一年生草本 
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 【凡例】

自然裸地 その他の単子葉草本群落 植林地（竹林） その他の低木林

一年生草本群落 多年生広葉草本群落 植林地（その他） 人工物・耕作地等

単子葉草本群落 ヤナギ高木・低木林 落葉広葉樹林



●揖斐川の掘削事例 
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●多年生広葉草本 

●ヤナギ林 

●自然裸地 
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 【凡例】

自然裸地 その他の単子葉草本群落 植林地（竹林） その他の低木林

一年生草本群落 多年生広葉草本群落 植林地（その他） 人工物・耕作地等

単子葉草本群落 ヤナギ高木・低木林 落葉広葉樹林
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●低比高帯の優占植生と掘削後の植生の関係性 

セグメント 比高1ｍ以下の 
優占植生 

該当掘削 
事例数 

掘削後の優占種 
自然裸地 草本類 ヤナギ 

箇所数 割合 箇所数 割合 箇所数 割合 

2-1 

自然裸地 8 2 25% 3 38% 3 38% 

草本 5 1 20% 4 80% 0 0% 

ヤナギ 3 1 33% 2 67% 0 0% 

2-2 

自然裸地 1 1 100% 0 0% 0 0% 

草本 6 0 0% 5 83% 1 17% 

ヤナギ 7 1 14% 0 0% 6 86% 



まとめ 
・セグメント、地域によって比高，水際距離による植生の分布特性は異なった． 
・主な樹林化の対象となるヤナギ，ハリエンジュ，竹林の分布特性は比高で明確 
 に異なった． 
・3ｍ以上の高い比高で出現率が高いハリエンジュ，竹林については切下げによ 
 り抑制される可能性が示唆された． 
・セグメント2-2では，掘削後の優占植生は，該当セグメントの比高1ｍ以下の低 
 比高帯の優占植生となる可能性が示された． 
 
・掘削後の植生を予測する技術の一つとして、セグメントごとに低比高帯の 
 優占植生を把握することが有効と考えられる。 
・必要なデータセットは、水国植生図、横断測量、距離標データで既存 
 のものが活用できる。 
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